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新型コロナウイルス感染症対策について（依頼）

本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、令和３年８月５日の秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部会議において、

県外との往来について、改めて要請がありました。

廃棄物処理は、国民生活を維持し経済を支える必要不可欠な社会インフラであり、「真

にやむを得ない場合」に該当しますが、新型コロナウイルスの感染防止及び廃棄物事業

の安定的な継続のため、基本的な感染防止対策の徹底について、貴会員に対し周知して

くださるようお願いします。

＜添付資料＞

・県外との往来に関する注意喚起について

（令和３年８月５日 秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部）

・知事メッセージ

【担当】
秋田県生活環境部
環境整備課 廃棄物対策班 田村

電 話：018-860-1624
F A X ：018-860-3835
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp
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県外との往来に関する注意喚起について

令 和 ３ 年 ８ 月 ５ 日

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

①緊急事態措置区域との往来

緊急事態措置が実施される区域との往来については、真にやむを得ない場合を

除き、避けるよう要請

②その他地域との往来

①以外の地域との往来については、仕事、試験、冠婚葬祭等（この場合であって

も訪問先の感染状況を踏まえた上で判断）を除き避けるよう要請

特に、観光や娯楽（スポーツ観戦、コンサート鑑賞、レジャー施設の利用など）、

知人等への訪問などでの県外との往来の自粛を要請

③県外からの帰省等

帰省や県外からの訪問についても、②と同様、仕事や試験などやむを得ない場

合を除き避けること等について、家族・親戚からの適切なアドバイスを要請

やむを得ず来県する場合は、事前にＰＣＲ検査を受けるなど感染防止対策を万

全にするよう要請

物流・運送サービス、インフラや設備の保守管理、医療など社会の安定の維持に不可欠なサービ

ス等を提供する業務を除き、仕事等であっても目的や延期の可否、リモートでの実施を改めて検討

の上、必要な場合を除き往来を自粛。入学試験や各種資格試験等は除く。



令和３年８月５日 知事メッセージ

全国的な感染急拡大に伴う県外との往来に係る注意喚起について

首都圏等では、感染力が強いとされるデルタ株への置き換わりが進み、全国各地で、デ

ルタ株による感染が急速に拡大しています。

本県でも、先月、初めてデルタ株が確認されており、今後のさらなる感染拡大が懸念さ

れます。

最近の県内の感染状況をみると、県外との往来に起因すると思われる感染例が増加して

おり、そこから職場や家族への感染の拡大がみられます。

その中には、風邪等の症状があってもすぐに医療機関に行かず、感染拡大につながって

いるケースもあります。

夏休みシーズンですが、旅行やレジャーなどでの県外移動は十分注意していただくよう、

お願いします。また、間もなくお盆を迎えますが、県外からの帰省については避けていた

だくよう、ご家族・ご親戚の皆さまから適切なアドバイスをお願いします。

やむを得ず、県外から帰省する場合は、事前にPCR検査を受けていただきたいと思いま

す。

県内においても、法事やお墓参りなどで普段会っていない人と会う機会が増えると思い

ます。その際は、マスクをしっかり着用し、会食は行わないなど、接触には十分注意して

いただきたいと思います。

ワクチンについて、だいぶ誤解されていることがあるのですが、「2回接種すれば感染

しない」というわけではありません。既に県内でも、2回の接種を終えた方が感染した事

例があります。

また、ワクチン接種された方が、県外にいるご家族の帰省を促し、感染を拡げてしまう

という事例もあります。

国民の大半が接種を完了するまでは、十分に注意していただくようお願いします。

本県は、人口10万人当たりの感染者数が最も少なく、どちらかというと警戒が緩みが

ちですが、デルタ株が入り込みますと、急速にまん延する可能性があります。県民の皆さ

まには、注意していただくよう、切にお願いします。

感染された方が、知らず知らずのうちに、家族や職場の同僚に感染させてしまう事例が

見られます。コロナウイルスへの感染は、本人だけでなく、周りの方にも、いろいろな面

で支障を来すこととなります。ワクチンが十分行き渡ると思われる年末頃までは、ご不便

をおかけしますが、この事態を重く見て、対策にご協力をよろしくお願いします。


